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にも無縁で、ペルシア語による説話を自らの叙
マスナヴィー
事詩形式の作品
に取り入れ、イスラーム神秘主義の美的霊感を平易に表現しようと努めた詩人である。説話文学を用いてイスラーム神秘主義を庶民の目線へと下ろしてきたアッタールは、ペルシア文学史上重要な役割を担っており、さら は最高峰の神秘主 ペルシア語詩人 ルーミ
（またはモウラヴィー
 R
ūm
ī/ 
M
ow
lavī, Jalāl al-D
īn M
uḥam
m
ad B
alkhī 一二七三年没）
へと続く潮流
の源と評価されてしかるべき存在である。　
ここでは、アッタールの神秘主義説話文学作品
|とりわ
け『神 書
( Ilāhī-nām
ah) 』
|
の中で、繰り返しさまざまな姿
で説話に登場する「狂人」像 ついて考察していくこととする。一．アッタールとそ 作品　    アッタールの「狂人」の考察に入る前に、まず詩人アッター
ルという詩人と彼の著作についての基本情報を整理しておきたい。
ペルシア神秘主義説話文学にみる「狂人」
|
アッタール著『神の書
( Ilāh
ī-n
ām
ah) 』の場合
                                                                                                                                                                                                                                佐々木あや乃
はじめに  日本ではまだ殆ど知られていないといっても過言ではない一
人のイスラーム神秘主義詩人に、筆者はここ数年向き合っている。ペルシア文学史上、決して看過することのできない詩人の一人であるとの確信に至ったからである。　
その詩人の名はアッター ル
（
A
ṭṭār-i N
īshābūrī,  F
arīd al-D
īn 
M
uḥam
m
ad 一二二一年没）
。
　
イスラーム期以降のペルシア文学は、宮廷詩人らが王侯貴
族を称える
頌カスィーダ
詩
という定型詩を土台とする伝統が長く続いた
が、ペルシア古典文学はイスラーム神秘主義文学がその真骨頂であり、神秘主義と融合するこ により華やかさと深みを増した。イスラーム神秘主義をペルシア文学に取り入れた最初の詩人としては、アッタールの誕生と入れ替わる う してこの世を去ったサナーイー
（
S anāʻī-ye G
haznavī, A
bū al-M
ajd M
ajdūd ibn 
Ᾱ
dam
  一一三四年没）
が知られているが、彼は神秘主義思想・
禁欲主義に基づく精神的経験を謳いあげ、彼の代表的神秘主義叙事詩 『真理の園
（
Ḥ
adīqat al-ḥaqīqa）』 はその難解さに定評がある。
　
一方、アッタールは宮廷的素養や伝統とは形式的にも内容的
アッタールについて   とはいえ、このペルシア詩人について詳らかにされている情
報はごく僅かしかない。アッタールは、イラン北東部ホラーサーン地方のニーシャーブール近郊キャドキャン村で生を享けた。名前はムハンマド、尊
クンヤ
称としてアブー・ハーミド、綽
ラカブ
名
がファリ ドゥッディ ン、そして雅号がアッタールであることに異論を差し挟む余地はないものの、生没年をめぐって諸説がある。生年については一一四五年とする説が主流であるものの、他の説を完全に退けるほどの確証はなく 一一一九年あるいは一一五八年説にも若干の可能性が残る。没年に関しては、モンゴルのニーシャーブール攻撃 際、すなわち一二二 に落命したとする説が有力である。これまでの多くの学者らの研究により、生年を一一五八年、没年を一二二九年とする説も捨てきれない。
1
　
詩人とその父は香
アッタ―リー
草・薬草商であり、それゆえこの職業に対
する呼称「アッタール」を雅号とした、という点に関しては疑いの余地はない。また アッタールの真作 叙事詩五作『神の書
（
Ilāhī-nām
ah）』 『鳥の言葉
( M
anṭiq al-Ṭ
ayr) 』 『神秘の書
（
A
srār-
nām
ah）』 『厄災の書
（
M
uṣībat-nām
ah）』 『ムフタールの書
（
M
ukhtār-
nām
ah）』 、抒情詩集（
D
īvān-i ghazaliyāt）そして散文作品『神秘
主義聖者列伝
（
Taẕkirat al-A
w
liyā）』 と見なすという点については、
現在では研究者間に見解の相違は見られない。　
アッタールがイスラーム神秘主義に深く傾倒していたこと
は、上記の作品、なかでも散文作品『神秘主義聖者列伝』に如
実に表れている。この作品には、アッタールの時代までに伝承されてきた多くの神秘主義道の導
シャイフ
師の行状や心的境地が、彼ら
への信頼と敬意に満ちた表現で表されているからである。アッタールの父は、
神
スーフィー 秘主義修行者集団と懇意にしており、修行者
たちを招く集いのため多大な費用をつぎ込んで という。こうした父の影響により幼少期からイスラーム神秘主義の思想や表現に触れる機会をもったアッタールが、イスラーム神秘主義詩人への道を歩むことにな のは自然の成り行きだったともいえる。　
イスラーム神秘主義者が階梯を歩みながら目指す世界の中
心で煌めく善・美・愛という主題は、彼ら 探求心や努力のモチベーションを高め、彼らの熱弁を誘う。アッタール 時代には既にイスラーム神秘主義 世界を謳った作品も存在しため、幼かったアッタールも美 顕現た 真なる存在
（＝神）
に
会い見えることを切望したであろうことは想像 難くない。真なる存在との邂逅とは、それが成就すれば心からは疑念の埃が払拭され、理性による根拠のな 知識という枷から解放され、言葉では表現できないほどの喜びに魂が包まれるも であるとされる。　
ここでアッタールの生涯にまつわる興味深いエピソードを
紹介しておこう アッタールの父が亡くなる寸前に父子の間で交わされたとされる会話が『神秘の書』に記さ ている。
その時私は父に尋ねた「いかがですか？」父は答えた。「息子よ、びっくり仰天なのさ
 心が迷子になったみたいだよ
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何度も引いたこの弓も
 
老いた私にはもう引けない
世界を飲み込む海も
　
私のように老いるとわずかに波立つことすらない」私は父に言った「最後に何か言ってください
　
迷える私に何か言ってください」
父は私に答えて「息子よ、知るがよい
 
神の叡智により、言葉という芸術で一生かけて自らの無意識を示してきたなんと言えばよいだろう、一生かけて無駄口を叩いてしまったのだよ」最後にその善人はこう言ったおお神よ、ムハンマドをお守り給え
２
　
アッタールは、今まさに魂が肉体から離れようとしている父
に「人生で何をなし得たのか？」と尋ねる。 「ただただ驚くばかり」という父の答えは、平凡な父子の日常会話では見られない、完全に神秘義主道を歩む修行者の精神に基づいた言葉である。つま 、何かについて考えている時には起こりえない、言葉にすることもできない「驚愕」の境地に達していると うことであ 死に瀕した父親はこの「驚愕」の階梯に達し、心ここにあらずの状態なの ある。父親がこ 瞬間理解 のは、自分が「心迷いし状態」にある、ということである。無自覚が現れて自覚が消えるという感覚とでもい ばよい だろうか、神秘主義の階梯を歩むべく、自覚を導 てき 、秘められた強い無自覚的な望みが現れるこの瞬間に、知性と自覚をそ
の強い無自覚の中に消滅させているのである。自覚と無自覚が一つになり、魂の願いと知性の願いの間の溝が埋まり驚愕に包まれた瞬間、何度も引いてきたはずの真実 弓を、自分のような年老いた者の腕ではもう引くことはできず、至高たる神について人生を通して語ってきたことはすべて、自分が無自覚であったために知性を高める行為から生まれたポーズにすぎなかったと父親は悟ったのである。アッタール父子が、共に神秘主義道を歩み、互いの心的境地を理解し合っていた よき同士であったことがうかがわれる貴重な記録である。　
このような父に育てられ、成長したアッタールが著した最初
の説話文学作品が『神の書』であ 。『神の書』について　
イスラーム神秘主義では、神秘主義修行者は「シャリー
ア
（
sharīʻat ）」と呼ばれるイスラーム法、すなわち外面的な法
規定に従う段階や、 「タリーカ
（
ṭarīqat ）」と称する自己の内面
探求のための修行道を歩む段階を経て、真実たる「ハキーカ（ḥaqīqat ）」に到達することを目指す。喩えてみれば、火の存在
を単なる知識として知っている段階はシャリーアの民
（
ahl-e 
sharīʻat ）
にすぎないが、火を実際に のあたりにし、触れて熱
いと感じるのがタリーカ 民
（
ahl-e ṭarīqat ）、そして自身を火に
投じるのが真実に到達する最終 である。あるいは 海辺散策する者はシャリーア 段階、何が潜むかわからずとも果敢に海に漕ぎ出でてみる段階はタリーカ、海に潜って真珠を手に
入れれば
（さらにその真珠に穴を穿てば）
ハキーカに達したこと
になる、という喩えもある。　『神の書』は、五つの叙事詩作品の中でアッタールが最初に著した説話文学で、前述の神秘主義道の段階のシャリーア、すなわち外面的な法規定に従う段階に基づいた作品である。
3次
作『神秘の書』はタリーカの初期の段階を描いており、それ以降の作品である『鳥の言葉』や『厄災の書』では、イルファーン的な
（＝神あるいは実在についての直観的知識によって到達した）
澄みきった心的境地が描写さ ている。二作目の『神秘 書』執筆中に父の死と対峙 ことや 先に引用したその時の父子の会話の内容から判断しても、まだアッタール自身は真実の探求に彷徨っていたことは明白である。よって、 『神 書』執筆時にはまだアッタール自身、イルファーン的な心的境地を体験するに到底至っては なかったのである。
4
　『神の書』はいわゆる枠物語形式の作品で、 あるカリフが「結婚」 「幻惑」 「学問や知識で野心を抱くこと」 「貪欲や執着」等をはじめとする倫理・社会的テ マについて六人の息子と問答し、彼らを教え諭す中で語られる二五九もの説話によって色どられた、いわば説話の宝庫である。
5アッタールの他の叙事詩
作品と比べ、 『神の書』は宗教的逸話・説話 割合が高い。　
アッタールがイスラーム神秘主義を説話文学というスタイ
ルで語る際、名だたるスーフィズム思想家やスーフィーら
|『誤りから救うもの
( M
unqiẕ m
in al-Ż
alāl) 』を著したガザー
リー
（
G
hazālī, A
ḥm
ad ibn M
uḥam
m
ad 一一二六年没）
、彼の弟子ア
イヌルクザート
（
ʻA
yn al-Q
użāt H
am
adānī 一一三一年没）
、スフラ
ワルディ
（
S
uhraw
ardī, S
hihāb al-D
īn A
bū Ḥ
afṣ ʻU
m
ar ibn M
uḥam
m
ad 
一二三四年没）
|
とは明らかな差異がある。こうしたスー
フィーたちの作品で、理性と愛の間で揺れながらイルファーン的心的境地へと昇っていく中で生まれる疑念や動揺、不安と闘うさまは露わにされていないのに対し、アッタールは自身の内面の葛藤や闘いを直裁に描出しているのであ 。おそらくそれは、彼が薬を扱うという職業柄、医事 関する知識を活用してさまざまな階層の人々と日々接することにより、彼らの苦悩をはじめ、彼らに負担を強 る社会的抑圧を直接肌で感じていたことと無関係ではないだろう。さらに、故郷ニーシャーブールを襲った大地震や、ホラズムシャー朝
（一〇七七─一二三一
年）
の侵略やゴール朝
（一一世紀初頭─一二一五年）
の王らの争
いといった歴史的事件 バーザール内の薬草・香草商地区の火災、ホラーサーン地方を繰り返し襲った旱魃
6等の災難の中で、
アッタール自らが神の為せる業あるいは人間と神との関係に少なからぬ疑問を抱かざるをえなく り、宗教や信仰に関説話をより多く盛り込んだとも考えられる。　
例えば、先に触れた旱魃時には、人々は互いを食すほどに困
窮し、ある料理人がアラウィー派
（アリーの子孫）
の男を殺し
料理して売ったが、事が露見しその料理人自身が殺されたとう記録がある。
7こうしたあまりに衝撃的な事件はそのまま説
話に盛り込まれることはなくとも、アッタールの精神に少なからぬ影響を与えたで ろうことは容易に推測できる。解決しえない困難 直面した時、人は世の喧騒から距離を置き、静か自分の内面を見つめたいと願い、心の平安を取り戻し精神的ダメージから立ち直る術を探ろうと努めるのではないだろうか。　
こうしたアッタールを取り巻く社会環境による影響からか、
71 70
———　寄稿　———
『神の書』をはじめとするアッタールの説話文学の中では、聡明な常識人以外に数多の「狂人」が登場する。ペルシア・アラブのどの文学作品を見ても、アッタールほど「狂人」に由来する物語や寓話に満ちた作品を遺した詩人は存在しないといわれるほどである。
8ただし、 アッタールが用いた説話はアッター
ルの時代より遥か昔から語り伝えられてきたものであり、決して、アッタールが初めて物語に「狂人」を登場させたわけではないことは、ここに付言しておくべきであろう。　
次章ではアッタールの『神の書』に登場するこの「狂人」ら
に焦点を当て、その特徴を見ていくこととしたい。二． 『神の書』に登場する「狂人」　『神の書』には、 「狂いし者
（
dīvāne ）」 「心失いし者
（
bīdel ）」
「乱心した者
（
shūrīde-jān/ shūrīde-ḥal ）」等さまざまな「狂人」が、
約四〇もの説話に登場する。固有名詞で登場する二人 「狂人」ブフルールとマジュヌーン ついては、ここで簡単 紹介おきたい。　
ブフルール
（
B
uhlūl, A
bū V
ahīb ibn ʻU
m
ar Ṣ
ayrafī 八〇六年、クー
ファにて没）
は、 アッバース朝
（七四九―一二五八）
第五代カリフ、
ハールーン・アッラシードの時代にクーファで広く知られるようになった実在の「狂人」である。
9
　
いま一人はアラブに伝わる恋物語『ライラーとマジュヌー
ン』の中で、ライラーに恋する男マジュヌーン
（
M
ajnūn ）
10で
ある。このマジュヌ は本来カイスという名前があるのだ
が、美女ライラーに恋するあまりに狂人の風体となったため、マジュヌーンという呼称がつけられた。アッタールの用いる説話に登場するマジュヌ ンの大半はこの「恋する」マジュヌーンである。　『神の書』 の 「狂人」 が登場する説話を読み進めると、 アッタールの描く「狂人」にはいくつかの顕著な特徴があることに気づく。そこで本章では、まず「狂人」を特徴別に分類しながら説話を要約して簡潔に紹介し、アッタールが「狂人」に課した使命を探っていくこととしたい。 
「狂人」の特徴　『神の書』に登場する「狂人」たちは、さまざまな相手に対し心で感じたことを小気味よいほどまで直裁に口にする。鋭い批判の言葉を浴びせることもあれば、したり顔で哲学的な発言をして相手を教え諭すこともある。ここではそのような 「狂人」の発言を、その矛先別に分類して見ていくこととしよう
（一）神に対して
　　
裸の狂人が神に帆布のシャツを求めた。天から「経帷子をや
ろう」と声がした。狂人は「人間は、 金も服もない状態で死に、墓に入る時に神から帆布をもらうのだ」と言う。 （第九章第六話）
11
　
世の中から完全に見放された鼻つまみ者の狂人がこう呟い
ていた。 「神よ、いつまで創造し続けるのか？
 この世に連れて
きたりこの世から連れ去ったりして、飽きはしないのか？」
12
（第一一章第一二話）
　人間誰しも一度はこうした不満を「抗えない力」に対して抱いたことはあるだろう。その不満をはっきりと言葉で表現できるのは「狂人」ならではといえる。（二）導師や聖者等、信仰あつくふるまう者らに対して　　
アッタールは、この類の人々の偽善的行為を「狂人」の言葉
を用いて批判する。
　
　　
イスファハンで、美声のムイッズィン（礼拝の時刻に人々に
呼びかけをする者）が人々を礼拝へと誘っているところへ狂人が通りかかった。何をしているのかと尋ねられた狂人は「中身が抜けて殻だ になった木の実をドームに振り撒いているようなもの。つまりは無駄なことをしているにすぎない」と答える。（第七章第一五話）
イスラーム神秘主義では、たとえ神の九十九の御名を唱えようとも、崇拝する神そのものに本当に思 を馳せていなければ、ただ数え上げるだけでは何 意味もない、とされる。形骸化した宗教的行為になど価値はない である。
　
世間から非難され続けていた狂人に、ある人がこう訊ねた。
「最後の審判の日に、朗々と祈る声が谷間に響きわたる者がいた。群衆に向かってどれほどその祈りについて語ろうとも、彼は誰からもパン一片すらもらえないのはなぜか。 」　
狂人の答え。 「どんなに叫ぼうと、彼奴の祈りすべてをもっ
てしても、 パン一片の値もないのだからそれ 当然である。 」 （第五章第九話）
どれほどその行いが信心深く見えようとも、それが高慢や虚栄という泉に端を発していることを「狂人」はお見通しなのである。
　　
ブフルールが墓場で一つ一つの墓を、棒で叩き壊していた。
理由を訊ねられるとブフルールは「この逝った者らは皆嘘つきだからだ。すべては神の財産なのに、なぜ神の持ち物 執着したのか。結局はすべて手放さなければならなかったのに」 と言った。 （第九章第二話）
ここでは、煩悩にとらわれていた聖者たちを痛烈に批判しつつ、同時に、この世に存在するものはすべて神の所有物、とも説いている。
　　
金曜礼拝の導師が礼拝を始めると、狂人が牛の啼き声をあげ
た。理由を訊ねると「導師さま なさる通り」とのこと。導師に訊くと「礼拝を始めた時自分の村を思い出し、その村に牛を買おうと思った時、私の背後で牛の啼き声がした」という答え
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がかえってきた。 （第五章第一〇話）
読心術の使い手であるかのような「狂人」の発言である。大衆の尊敬を集める金曜礼拝の導師の、実は雑念だらけの心中を見透かしたという点が小気味よく感じられる。
道端の聖者の墓の前で、石を積み上げ碑銘を刻んだ狂人の言。「現世も来世も捨て、何か別のものを求め続けたこのお方が神秘主義 で得たはずのものが我々には何も見えない。このお方が探求し続けたものはあまりに貴重なので誰も手にすることはできなかったし、これからも決して誰も得ることはないのだ。 」（第一二章第四話）
この説話は聖者に対する批判ではないが、神秘家たる者かくあるべき
|心を燃やし続け、愛する対象の中に消滅する
|
という理想の姿を提示してい といえよう。（三）王侯に対して　　
民衆から搾取しては自分と一族の繁栄のみを願い、そのため
であれば手段を選ばないような支配者・特権階級に対するアッタールの批判は、かなり辛辣である。　
次の二つの説話は、ガズナ朝
（九七七―一一八七）
最盛期の
君主スルタン・マフムード
（在位九九八―一〇三〇）
が槍玉にあ
げられている。
　
　
スルタン・マフムードが荒野で苦しむ狂人に出会う。フェル
ト帽を被ったその狂人はたいへん悲痛な様子で王に気づきもしないため、マフムードが理由を訊ねると「あなたもこのフェルト帽を被っていたなら、私の悲しみがわかったかもしれない。でも、王様のような贅の帳 奥で育った方にはわ りっこさ」と答える。 （第七章第九話）　　
スルタン・マフムードが狂人の脇に座ると、その狂人は目を
閉じてしまった。マフムードが怒ってその理由を訊ねると、狂人は「自分の顔すら見ないと うのに、他人の顔を見るなど過ちとしか思えない」と答える。さらにマフムードが「この世の支配者たる私 を見ないのか？」と訊くと、狂人は「自分を制御できない人が他人 支配す ことなどできはしない。ごちゃごちゃ言う 、偽善者よ 王を黙らせてしまう。 （第一四章第一三話）
自分のありとあらゆる欲望すらコントロールできない者が、なぜ大衆の上に立つのか
─
支配階級にはさぞかし耳の痛い言
葉であろう。
　
ある将軍が城主として立派な城を築く。ある日、偶然そこを
通りかかった狂人を呼び、その素晴らしさについて共に語ろうとする。しかし、狂人は「あなたは不幸な人だ。不幸はまず空から落ちてくるというのに、こんなに高い城を築いて不幸に自ら近づくのか」と言い 将軍 非難する。 （第一四章第二一話）
幸も不幸も天から与えられる、という信念に基づいた説話である。将軍の愚かさを単刀直入に指摘する言葉には、微塵の躊躇も窺われない。　
次は少々長めの説話であるが、前述のアッバース朝第五代カ
リフ、ハールーン・アッラシードが登場する。
　　
ある日ハールーン・アッラシードが通り過ぎるのを見かけた
ブフルールが、彼を下の名前で呼び捨てにした。ハールーンは烈火のごとく怒り 「私を蔑むこの者は誰だ？」と尋ねる。それがブフルールであることがわかると、ハールーンはブフルールに「狂人よ、私が誰だか知らずして、下の名前で呼び捨てにしたのか？無礼なこ をした罪で今すぐお前を殺すぞ」と告げる。ブフルールは「あなたさまが誰なのかよく存じております。あなたが西に居れば、東の人々が多くの苦労を背負い込むことになるので、人々はあなた せいだとみなしています」と答える。　
さらにブフルールは「ハールーンよ！
　
人々はあなたのせい
で不幸なのだと思い、あなたのことなど恐れていないのです 」と続ける。ハールーンはいたく気落ちし、涙を流しな らがお前に借りがある ら今すぐ返そう」と言う。ブフ ールは「あなたは一文無しじゃないですか。あなたの財産はすべて人々からまきあげたものです いったいどうやって私に借金 返そうというのですか？
　
さあ、人々にお金や財産を返しなさい」
と言う。それを聞い ハールーンはブフルールにさらに助言を求める。　
ブフルールは「あなたの中に地獄行きのしるしが見える。さ
あ、この地獄行きのしるしをきれいに洗い流すべく、人々に対しておこなった不正や悪を償いなさい」と言う。ハールーンはこれを聞いて恐れ、 「私はイスラーム教徒で、イスラームの教えを信じ いる。なぜ地獄に行かなければならんの ？」と言う。ブフルールは「あな のこの世での行いは地獄に行った人間らの行いと似て （＝あなたはこの世で罪を犯してきた）と答える ハー ン 我が家系 預言者ムハンマドに遡る」と言う。す と 即座にこう答える。 「クルアーンに『最後の審判 日にありと らゆる血筋や家系は消える（＝最後の審判の日に血筋や家系は価値が くなり、人々の生前の行いのみが重要となる） あるの 知 ないのですか。 」　
ハールーンはこれを聞くと反論する。 「貧しいブフルールよ、
人間は預言者ムハンマドの「とりなし」に望みを繋いでもよいと聞いたことはないのか？」ブフルールはこの言葉も受け容れず、こう言う。 「神の許可なくしては預言者であろうととりしはできな のを知ら ですか？」　
ハールーンはこの言葉を聞いていたく気落ちし、軍隊にこう
言う。 「さあ、早くこ か 去ろう。ブフルールは彼自身気づかぬうちに私を完全に絶望させた だから。 」 （第一六章第二話）
人間は、この世でどれほど権力や名声や財産を所有しようと、死の訪れとともにすべてを失ってしまう。人間は最後の審判の日に、神の御前で、この世での自分の行い・罪に対して答えられなければならないのである。　
次の三つの説話は、高慢や虚栄を嫌う「狂人」の特徴がよく
表れている。
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バグダードで、着飾って立派な馬に跨って進む貴人の一団の
姿を見て、ブフルールはひとつかみの土を握ってその場を去り、こう言った。 「あんな驕慢 こんなただ くれにはふさわしくない。ファラオにはなれても神では い。 」 （第一二章第一八話）　
衣装やターバンをたくさん所有した裕福な人々が隊列を組ん
で通り過ぎていくのを見た狂人は、列が通り過ぎるまで顔を服にうずめていた。その理由を訊ねられると、 「奴らの虚栄という強風にさらわれ しまいそうになったし、奴らの金持ち臭さが鼻について耐えきれなかったから服を被ったのさ」と答える。（第一二章第一九話）　
貴人の息子が着飾ってバグダード中の注目を浴びながら華や
かに行進していると、年老いた狂女がこう言った。 「神の御前から遠ざけられたからこんな馬鹿げたことに熱中しているのさ。 」この言葉が耳に入ると、貴人の息子は「私は彼女の言う通りの人間」と認め、悔悛の道を歩み始 、やがて信仰あつき人となった。 （第一四章第一二話）
（四）
（右記以外の）
人間一般に対して
　　「狂人」は批判するのみならず、人々を教え諭す哲学者的側面も持ち合わせている。人間として生きていくうえで、おそら
くは今を生きる私たちにとっても魅力的な説話や金言を多々遺している。主だっ メッセージを紹介しておこう。①価値ある人間になるべし　「狂人」は、人として生を享けた以上は、価値ある人間になるべく努力する必要があることを説く。
　
バグダードに一言も声を発することなく、聴力もない狂人が
いた。人々が 「なぜ誰とも言葉を交わさないのか」 と訊ねると 「ここには私と語れる人などいないし、私が答えを求める人もいない」と答える。 （第七章第一三話）
この「狂人」はいわゆる「価値ある人間」としか交流できないと豪語している。今目の前にいる凡人は相手になどで ないというわけである。価値ある人間は、昨日のことも明日のことも憂うこ なく、つまらぬことを気 せず、まだ来ぬ悲しみを持たず、去りゆくものに屈することもない。困窮や日々の糧を案ずることなく、昼夜ただひたすら唯一神以外に気持ちを向けることをしないのである。　
次の説話も偶像と「狂人」を同列に扱うことによって、 「価
値ある人間」につ て読者や聞き手に考えさせる内容となっている。
　
カアバ神殿の前で「扉を開けてくれないなら頭を戸に打ちつ
ける」と嬉々として語る狂人がいた。それに対して、 天から「かつてカアバ神殿は偶像に満ちていたが、すべて壊された。今神
殿の外でもう一つ偶像（＝お前の頭）が割れようとも、なんの意味もない」という声が聞こえた。 （第七章第四話）
我々は神と争い戦える立場ではないのだから、せいぜい価値ある人間になるよう努めるしかない。そのためにはどうすればよいのか。目標に向けて努力をする姿勢をもつことが肝要であろう。　
次の説話では、ライラーとは無関係のマジュヌーン、すなわ
ちジンに憑りつかれた者が、まさにその「生きる姿勢」について語っている。　
　
ある日ある男がマジュヌーンに訊ねる。 「ひどく惨めで不幸
なマジュヌーンよ、調子はどうだ？」マジュヌーンは「私は年老いた驢馬と同じ。 生涯働き続け重い荷物を背負ってきた。 ずっと働き続けてきたのさ 一度休んだことがあったが、その時は蠅が体に群がってえらい迷惑だった。それ以来、休息する代わりに働き続けることにしたのさ」 と答える。 （第一四章第二三話）
人間は生きている限り、目標に到達すべく努力し続けるべきである、というメッセージが込められている。目標を定めて進むことをしない者に人生の意味はわからないのだから、そのような者は本人ですら自分の価値を見出せず、社会においてもその価値を認めること 難しい。②神の素晴らしさ 知るべし
　
　「狂人」は、神の偉大さ、素晴らしさを強く主張し、神を冷
酷とみなす人間を批判する。また、神からの恩恵を大切にし、それをすぐに手放しはしない
　
涙を流し続けている狂人に理由を訊ねると、 「神に憐れんで
もらうため」と答える。 「神に心などあると思うとは正気の沙汰ではない」と指摘された狂人は、 「神こそが偉大ですばらしい。心がないとは何を言うか」と反論する。 （第九章第七話） 。　
狂人ブフルールが塞いでいた時、信仰あつき男の妻が丸焼き
肉と菓子をくれた。あまりにブフルールが嬉しそうに食していたので、ある人が誰かと分け らど と声をかけ と、ブフルールは「神が与えてくださったとい のに、どう てすぐに返すことなどできようか」と反論する。 （第一二章第一〇話）
　
ライラーに会い見えた喜びを語るマジュヌーンは、神との邂
逅に歓喜する神秘主義修行者の姿と完全に重なる。
　
托鉢僧がマジュヌーンに年齢を問うと「千と四〇歳」と答え
る。托鉢僧がふざけたことを言うな 批判するとマジュヌーンは「四〇年生きてきたが、ライラーが一瞬私に顔を見せてくれたあの瞬間は私にとって千年に等しいのだ」と答える。 （第三章第九話）
③「今」を大切に生きるべし　
次の例では、 「狂人」はこの世の業すなわち神の為せる業を
身近な物に喩えること よって、生の儚さや今この瞬間の大切
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さを説いている。
　
ある人が「狂人
(shūrīde-jān) 」に「この世の業を何と見るか」
と訊ねると、答えて曰く「苦痛と悲哀に満ちたこの世は私が思うにまるでチェス盤だ。良い時もあればまるで駄目になって悪条件となることもある。駒を盤外に出して別の駒を盤上に置くこともあるし、王の駒をあるべき位置に据えてもじきに盤外に出すこともある。 の遊びは人間が驕り高ぶる原因となる。人間はじきにこの盤を去らねばならないと気づいていないからである。人間よ！
　
そなたは鷹。羽や翼を広げ、子供が仕掛ける
罠のようなこの世から早く がよい。 」
13（第一七章第四話）
この世は通過点にすぎない。人間がどれほど長く生きようともその場を去って次の人にゆだねなければならない日は必ず訪れる。 れはチェス盤上でも起こることである。 の駒も別の駒に場所を譲ることが起こりうるからである。この世も同じ。一人が去り、別 人がその場所を占める した って、こ 世に、自分のいた場所に執着してはならず、通過していか ければならないのである。
　
ある人が狂人に訊ねた。 「あなたは神の御業をどう見ます
か？」狂人答えて曰く「神の御業は子供が使う石板と同じ。子供は石板に何かを書いたり書いたものを消したりする。神 なさることもこれと同じ。この世という石板に何かを書く（＝創造する） こともあれば、 消す （＝死を与える） こともある。 って、神が石板に書いた のが我々に見える時に『有』と言い、神の
書いたものが消えると『無』と言うのだ。 」 （第一七章第五話）
いかなるものもこの世で永遠かつ信頼に値することはない。それどころか、すべては衰退・無へと向かっている。たとえ今日「存在」し「有」であろうと、翌日は消えて「無」と化してしまうのだ。ハイヤーム的哲学がここにも息づいている。
14
　
　
ある狂人が、 馬の形をした木材にまたがり、 楽しげに走り回っ
ていた。それを見たある人が驚いてこう尋ねる。 「この木にまたがってこんなに走り回ってどこに行くのかい？」狂人は「この世という広場でしばらく乗馬を楽しみたいのさ。だってもし明日僕の寿命が尽きて、やり いことをやらずに終わってしまったら、 っても後悔するだろうからさ。 」 （第一四章第二〇話）
人間は「今」を生きるべきであり、 「過去」や「未来」という枷から自らを放たなければならない。この世の真実をよく理解している「狂人」といえる。　④自由な心をもち、神と一体化すべし　
さらに、人間として生きる上で最も大切なことを「狂人」は
熟知しているようである。
　
神秘主義の導師が、手足を縛られているのに微笑みを浮かべ
楽しげにふるまっている狂人を見かける。その理由を訊ねると「手足は縛られていようとも、私の本質である心は自由であり、
神と結ばれているため」と答える。
15（第九章第八話）
一人の人間にとって、その心が自由であることは何にもまして重要である。そして、イスラーム神秘主義道を歩む者にとっては、その自由な心が神と真っ直ぐに繋がることが目標である。この発言に 種憧れや羨ましさを感じたとしても不思議はない。　
自由な心をもって神と融合することによって、人は神秘主義
道の理想にたどり着くことができる。
　
縛られた狂人がぶつぶつと神に語りかけていた。 「私はあな
たに狂い、しばしあなたと同じ館にいました。でも、あな と私はその館に収まりきらなかったので、あなたの命にしたがって私が家を出たのです。 」 （第一二章第五話）
神と結ばれ一体化し消滅の境地に至ることを理想とする神秘主義道においては、 「我々」 「我」という概念について語 ことは罪である。心が常に神とともにあることが大切である。⑤ただひたすらに（神を）恋うべし
　
ある人がマジュヌーンにライラーについて何を語るのか訊ね
ると、 「 『ライラー』 と彼女の名を口 するだけで十分」 と答える。（第七章第一四話）
愛の対象たる唯一神以外の名を一瞬たりとも口 するのは、神
秘家にとっては神の冒瀆に値する行為である。
　
カイロに住む狂人の言。 「神への道に迷った者は悲しみで突
然死んでしまうが、それは驚くには値しない。驚くべきは、恋する者は自分の内面の熱情によって一日生き延びるということのほうである。 」 （第六章第三話）　
マジュヌーンはライラーの家の戸口が見えただけで逃げ出
し、全身を震わせた。人々が理由を訊ねると「私は愛という獅子の足元に投げ出されてい 蟻のよ な存在」 答えた。 （第六章第六話）
愛は驚くべき力を発揮し、その力の前ではいかなるものも無に等しい。
　
狂ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人
（
ʻuqalā-ye m
ajānīn ）
　
ペルシア語で一般的に狂人をさす
dīvāne
という語は、通常、
理性や認識力の働かない人を意味する。そのような人 行いは悪鬼
（
dīv ）
のようと見做されて
dīvgūne
と称され、そこから
dīvāne
という語が生まれたとされる。
16
　
ところがペルシア文学の世界では、 「狂人」には理性を凌
ぐ、より強い力が授けられる。実際のところ、彼らは「狂人然
(dīvāne-nam
ā) 」としている。外見は狂人のように見えても、
内面は実は「賢明で分別がある」からである。ペルシア文学
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では、このような「狂人」を「
狂ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人
 (ʻuqalā-ye 
m
ajānīn) 」
17と称し、 単なる狂人とは明白に区別される。例えば、
代表格として挙げられるブフルールに至っては、ハールーン・アッラシードをはじめとするアッバース朝のカリフたちが、こぞって彼から忠告を得たり説教を求めたりした。
18通常、狂人
が人々から避けられて生活してい のとは対照的に、こうした「狂ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人
」は人々との交流の中に生きていた証と
いえよう。　
アッタールの描く「狂
ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人」が思ったことをず
ばりと口にするのは、 なんといっ も彼 が「欺瞞を嫌う」 「誠実である」という特徴を兼ね備えている とによ 。よく「子供は正直」 言うが、アッタールは「狂
ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人」に
も子供と似た性質を担わせている。我々は自分の心 抱える思いを、誠実に正直に勇気をもって語れる人でありたいと願っていながら、 「誠実 で「正直」な人と出会う機会になかなか恵まれな 。思ったことを包み隠さず率直に話すには特別な勇気を要するので、滅多に実行に移すことはできないのである。理性の天秤にかけてからでないと心中の本音を口にすることできず、結果とし 思いのままを存分に語る勇敢さを持ち合わせない人間と判断され しか ない ことに る。しかし、 「
狂ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人
」は理性という枷から完全に放
たれているため、自分の思 自由に口にする。なんら 利益を追求することもないため、計算づく た かに行動する必要もない。自分の発言に驚くほどの自信をもち、きっぱりと言い放つ勇敢さ、その潔さには清々しさをおぼえるほどである。　
このように「狂
ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人」は特別な勇気を要する精
神状態にあるといえるが、しかしながらこれは人間誰しもの内に秘められた思いでもあり、誰 も一度は体験した（
あるいは
体験しかけた
）ことのある精神状態のはずである。その意味で
は、ほんの僅かこちら側にいるか 向こう側に傾かんとしているか、いわば「紙一重」の違 といえよう。あるいは、向こう側では至極真っ当な言動である か わらず、こちら側では奇妙奇天烈な人というレッテルを貼られ 、とで 言えばよいだろうか。　
前項でみてきたアッター ルの描くさまざまな
「
狂ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人
」は、何の恐れももたずに自らの主張を
声高に語る存在であり、まるで、アッタール自身がその勇敢さあるいは図々しさの恩恵に預かろうとしているかのようにすら思えてくる。 「
狂ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人
」らは善悪の区別、人間
の道徳的な弱点をしっかりと認識している で、対話 相手や読者に不意打ちを喰らわせるような実に鋭い言動をみせる。神や王の行いに対してさえもそれが正当かどうか評価し 多く常識人の盲点を突くのは、人間という存在に対する深い理解の裏打ちである。　おわりに　
アッタールは、自分の本音を語るため、そして読者の共
感が得られるよう、作品をより魅力的 彩ろうと、 まざまな「
狂ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人
」の登場する説話を多用したと
考えられる。アッタールの『神の書』に登場するさまざま
な「
狂ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人
」を知れば知るほど、アッタールよ
り約二世紀の時を経てペルシア抒情詩の頂点を極め 詩聖ハーフィズ
( Ḥ
āfi
ẓ-i S
hīrāzī, S
ham
s al-D
īn M
uḥam
m
ad ibn M
uḥam
m
ad 
一三九〇年頃没
) の描く「
遊
リンド
蕩児
」と重なる点が多いことに気
づかされる。 「
遊リンド
蕩児
」を一言で定義づけることは難しいが、
およそ「本能にしたがって、時に図々しいほどに皮肉っぽく、時につつましく、目先のことにとらわれずに精神的に豊かに楽しく生き うとする生身の人間」ということができる。突き詰めれば心の豊かな自由人とでもいうべき、いわば人間の理想像である。
19
　
ペルシア文学史を俯瞰してみれば、どの時代においても宗
教的・政治的独裁により、ものの考え方や思想のみならずありとあらゆる人々の生活面が支配され続け、中世には名だたる神秘家・思想家が自分の信念を言葉にした言葉ゆえに悲惨な運命を辿ったこともあった。
20こうした生活の中では、理性
ある人が自分の思いを自由に述べることは難しく、相当な勇気を必要とする。理性が働く限りそ 豪胆さあるいは図々しさは通常表出しづらくなるもので る。自分の考えを自由に述べると命の危険に晒されるということを身 まされていたアッタールは、より 由に自分の思想信条を言葉で表現るため、そして危険から身を守るため、理性 制御されない「狂ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人
」に着目し、自分の心の赴くままに言葉
を発す 魅力的な存在として、彼 をより多く自分 作品に登場させたと考えられる。そして、ハーフィズもまた、自分の描く詩的世界での「
狂ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人
」に代わる像として
「遊
リンド
蕩児」を創造したにちがいない。
　
翻って見れば、現代に生きる我々も同じような状況に
身を置いていることは否めず、それ故アッタールの描く「狂ウガラーイェ・マジャーニーン
人の体をなす賢人
」やハーフィズの「
遊
リンド
蕩児
」の姿に触れ
る度、自然と心惹かれるのかもしれない。参考文献ʻA
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理性が讃える酒盃がある
　　　
理性はその額に慈愛に満ち溢れた接吻をする
この運命の陶工はこれほどに見事な盃を
　
作ってはまた地面に叩きつける
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君の人生の一瞬ごと齢
よわい
が過ぎゆくならば
 
ただひたすら幸せに生きよ
気をつけよ！
　
現世で大事なのは人生
 　
楽しく生きるかどうかは自分次第
生命という隊商はなんと早く過ぎ去ることか
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酌人よ、なぜ同席者の明日の憂うるのか？
　
 
 
 
 
 
酒盃をもて！夜は更けゆく
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ハーフィズの抒情詩にも、 「自由人」に憧れる、次の一節がみられる。
　
 
 
私は、巡る蒼い天の下、浮世のいかなる色にも
 
染まらず 自由である者に憧れる下僕
 （ガザル三一）
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